
身体的拘束最小化への取り組み 

1 基本方針 

 当院では患者の尊厳と人権を尊重し、身体的拘束を行わない医療・看護を基本としてい

ます。やむを得ず実施する場合においても必要最小限とし、早期解除を目指します。 

2 身体的拘束最小化の考え方 

当院では、患者本来の尊厳を重視し、チームで議論し合意した方針に基づいて安全対策

を講じ、緊急時を除き身体的拘束を行わない医療・看護の提供に努めます。 

3 身体的拘束最小化推進委員会 

当院では身体的拘束最小化推進委員会を設置しています。活動内容としては以下のとお

りです。 

• 事例検討  

• 長期身体的拘束レビュー  

• データ分析  

• 改善活動 

4 研修体制 

身体的拘束を最小化するため、職員に対して定期的な研修（年 2回以上）を行い、必要

に応じて追加の教育・研修も実施し、その内容を記録します。研修内容としては以下のと

おりです。 

• 包括的暴力防止プログラム（CVPPP）研修  

• トラウマインフォームドケア 研修 

• 倫理研修 

• 新人入職者研修  など 

5 身体的拘束実施時の考え方 

身体的拘束は、次の 3つの条件を満たす場合に限り、患者または他の患者等の生命また

は身体を保護するための緊急時やむを得ない措置として精神保健指定医の判断のもと実施

されます。患者の状態が安定し、危険性が低下したことを確認でき次第、身体的拘束を解

除します。 

1）切迫性：患者本人や他者の生命・身体に重大な危険が差し迫っていること。  

2）非代替性：身体的拘束以外に危険を回避する手段が存在しないこと。  

3）一時性：身体的拘束は必要最小限の時間に限られること。 



 

6 代替手段への取り組み 

身体的拘束の回避に向け、患者の不安を軽減するためのコミュニケーションや、転倒リ

スクを低減するための環境整備、ご家族との連携、見守り体制の強化、活動量や生活リズ

ムの調整など、代替手段を積極的に導入してまいります。これらの取り組みについては、

チームで検討し、継続的に改善を図ることで、身体的拘束に頼らない安全なケアの提供を

目指してまいります。 

 

7 指針の閲覧 

身体的拘束最小化への取り組みについての指針は当院マニュアルに綴じ、全ての職員が閲

覧できるようにするとともに、患者やご家族の皆さまにもご確認いただけるよう、院内への

掲示および当院ホームページへの掲載を行います。 
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